
はじめに 

 ご承知のとおり英国では、１９８６年に初めてＢＳＥ（牛海綿状脳症）が確認され

て以来、約１８万頭を超える牛がＢＳＥを発症しています。 

英国政府は、このようなＢＳＥの状況について、農漁業食糧省（現、環境・食料・

農村地域省）、保健省の枠外にフイリップ卿を委員長とする委員会を設け、調査を実

施し、２０００年１０月に４０００ページに及ぶ膨大な報告書（全１６巻）を公表し

ました。この報告書は、ＢＳＥの発生経過、対策及びその妥当性等広い範囲を調査・

分析し、極めて詳細に報告しています。 

２００１年９月には、残念ながら日本においてもＢＳＥが確認され、国内の牛肉消

費は激減し、牛肉価格も急落しました。幸いにして、関係各方面の多大な尽力により、

日本国内の牛肉消費もほぼ回復しております。 

しかしながら、日本国内においては、依然としてＢＳＥに対する不安、誤解がまだ

まだ認められ、一刻も早く誤解を解く必要があります。 

 当事業団では、国内のＢＳＥ対策に資するために、特に参考となると思われる第１

巻「調査結果と結論」、第２巻「科学」、第１４巻「人及び家畜の衛生に関する責務」

（作業中）を翻訳しております。 

この翻訳はあくまでの仮訳であり、まだまだ不適切なところがあると思われますが、

国内のＢＳＥ対策の参考に資するため、取り急ぎ公表するものです。 

ご高覧の皆様におかれましては、内容について疑問点・修正すべき点等お気づきの

点がございましたら、以下にご連絡ください。 

なお、この報告書の英文原本はインターネット（http://www.bse.org.uk/）により

閲覧可能です。 
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